
特定非営利活動法人日本火山学会 

平成 23 年度臨時総会議事録 

 

1. 日時： 平成 23 年 10 月 3 日(月) 

       午後 3 時 45 分から 4 時 30 分 

2. 場所： 旭川市・大雪クリスタルホール・大会議室 

3. 出席者： 維持会員 37 名，有効委任状数 93 通 

合計 130 名 

4. 議案： 

 1. 平成 23 年度事業経過報告の件 

 2. 学生優秀発表賞の件 

 3. 議事録署名人承認の件 

5. 議事の経過の概要および議決の結果 

出席者(委任状を含む)が130名で，定足数94名を

超えていることを確認し，議長(定款により学会の会

長)が平成 23 年度日本火山学会臨時総会の開会

を宣言した． 

(1) 第一号議案 平成 23 年度事業報告の件 

平成23年度の事業について各担当理事からの

報告(資料1)に基づき議長が諮り，全員異議なく

これを了承した． 

(2) 第二号議案 学生優秀発表賞の件 

2011年度秋季大会における学生優秀発表賞の

受賞者について報告(資料 2)がなされ，全員異

議なくこれを承認した． 

(3) 第三号議案 議事録署名人承認の件 

議長より本日の議事をまとめるに当たり，議事録

署名人 2 名を選出することを諮り，武尾実氏お

よび鍵山恒臣氏を選出することを全員異議なく

承認した． 

 

以上，この議事録が正確であることを証します． 

 

平成 23 年 10 月 3 日 

議      長 中田節也 印 

議事録署名人 武尾  実 印 

議事録署名人 鍵山恒臣 印 

 

 

(資料 1) 平成 23 年度事業経過報告 

(1) 庶務委員会 (大湊理事) 

1. 入退会希望・会員数について 

 維持 学術 一般 団体 名誉  計 

2011 年連合大会後 280 688 41 14 9 1,032 

入会承認 3 27 0 0 0 30 

会員継続 1 8 0 0 0 9 

逝去 1 1 0 0 0 2 

除名 3 10 0 0 0 13 

2011 年秋季大会総会後 280 712 41 14 9 1,056 

2011 年度退会予定 0 2 0 0 0 2 

春季総会(連合大会)時点での除名対象者

21名のうち8名から8月末までに会費が納付

されたため，除名者が 13 名と減少した． 

2. 主催・共催・協賛・後援について 

協賛 1 件 

・ 国際地学オリンピック (NPO 国際地学

オリンピック日本委員会） 

共催 1 件 

・ 第 55 回粘土科学討論会 （主催： 日本

粘土学会） 

後援 1 件 

・ 第 2 回日本ジオパーク洞爺湖有珠山大

会 （主催: 第 2 回日本ジオパーク洞爺

湖有珠山大会組織委員会・財団法人自

治総合センター） 

3. 人事公募について 

6 件の人事公募について「火山」に掲載を

行った． 

4. 学会ホームページ・サーバ移転について 

現在は，国立情報科学研究所・学協会情

報発信サービスによりホームページの運用

しているが，平成 24 年 3 月 31 日をもって

同サービス終了のため，学会独自にサー

バをレンタルし運用する必要がある． 

(1) レンタルサーバの候補 

・ さくらネット・プレミアムコース 

月額 1,500 円 / 容量 40GB 

IAVCEI2013 のホームページでも利用 

・ さくらネット・ビジネスコース 

月額 2,500 円 / 容量 80GB 

権限の付与など複数人管理に対応 



(2) 移行スケジュール 

・ 12 月前後: レンタルサーバ契約 

・ 契約後 2-3 週間: 新規サーバ上での

ホームページ立ち上げ作業 

・ 1-3 月: 既存サーバと新規サーバを並

行運用 

・ 3 月末: 既存サーバの廃止．新規サー

バへ完全移行 

(2) 編集委員会 (寅丸理事) 

1. 「火山」発刊状況について 

【56-2・3 合併号】 2011 年 6 月 30 日発行 

2. 「火山」発行予定・掲載予定原稿について 

【56-4・5 合併号】 9 月末発行予定 

○通常論文 

寄書 No.1014 後藤芳彦・佐々木央岳・

鳥口能誠・畠山 信 

寄書 No.1027 後藤芳彦・松塚 悟・亀山

聖二 

寄書 No.1028 後藤芳彦・城森 明 

寄書 No.1029 後藤芳彦・合地信生・松田 

功 

寄書 No.1030 後藤芳彦 

口絵写真解説 No.1103 金子隆之・大湊

隆雄・小山崇夫・武尾 実・渡邉篤志・                     

嶋野岳人・柳澤孝寿・青木陽介・安田 敦・

本多嘉明 

書評 No.1110 藤縄明彦 

3. 査読編集状況について 

現在査読編集中の原稿： 計 10 編 (論説

8 編， 寄書 2 編) 

IUGG メルボルン大会に火山学会の支援

で参加した若手は報告を行うよう呼びかけ

がなされた． 

4. 桜島火山特集号について 

投稿状況 (2011 年 9 月 26 日時点)： 計

12編 (論説9編， 総説1編， 寄書1編， 

解説・紹介 1 編) 

締切日当日(9 月 30 日)の 10 時現在で 15

編であったため，最終的には 20 編程度と

なる見込みである． 

(3) 事業委員会 (星済理事， 代読大湊理事) 

1. ロゴマークの普及について 

火山学会ロゴマークの普及のため，ロゴマ

ーク入りマグカップの販売を行っている． 

2. 第 12 回地震火山子どもサマースクールに

ついて 

第12回地震火山子どもサマースクール「磐

梯山のお宝さがし」が開催された． 

・ 日程: 8 月 6 日(土)，7 日(日) 

・ 活動場所 猪苗代役場、磐梯山周辺、国

立磐梯青少年交流の家など 

・ 主催: 公益社団法人日本地震学会，特

定非営利活動法人日本火山学会，日本

地質学会，磐梯山ジオパーク協議会 

・ 後援・協賛: 内閣府、文部科学省、国土

交通省、消防庁、気象庁、独立行政法人

産業技術総合研究所地質調査総合セン

ター、福島県、福島県教育委員会 

・ 参加者: 21 名 (小学 5 年～高校生) 

日本火山学会は 20 万円助成を行った．こ

の他の助成は日本地震学会30万円，日本

地質学会 20 万円，国立青少年教育振興

機構(子どもゆめ基金助成金)118 万円． 

来年度は，糸魚川で開催予定． 

(4) 大会委員会 (松島理事) 

1. 2011 年度秋季大会について 

・ 発表数: 188 件 (昨年度秋季大会: 151

件) 

・ 参加者数: 273 名 (昨年度 224 名) 

2. 2012 年度日本地球惑星科学連合大会に

ついて 

現在，セッション提案を受付中 (10月25日

締切) 

現在予定中のセッション： 

・ 活動的火山 (提案母体：日本火山学会) 

・ 火山・火成活動とその長期予測 (提案

母体：地質学会・火山学会) 

・ 火山の熱水系 (提案母体：地熱学会・

火山学会) 

・ 火山噴火のダイナミクスと素過程 (コン

ビーナ: 小園誠史・鈴木雄治郎・奥村

聡) 

・ 津波堆積物 (コンビーナ: 後藤和久・宍



倉正展・西村裕一 / 提案母体： 地質

学会・地震学会・地理学会・堆積学会・

第四紀学会・活断層学会・火山学会) 

そのほか，火山防災関連などを検討中． 

3. 2012 年度秋季大会について 

・ 会場: 長野県御代田 エコール御代田 

・ 日程: 2012年 10月 14日(日)から 16日

(火) 

・ 主催: 日本火山学会・浅間縄文ミュージ

アム 

・ LOC: 東京大学地震研究所・日本大学 

・ 現地討論会: 浅間山・草津白根山 

・ 火山防災シンポジウム: 10 月 13 日(土) 

4. 2013 年度秋季大会について 

・ 磐梯で開催予定 

(5) IAVCEI2013 委員会 (篠原理事) 

1. 2011 年度前期の活動について 

・ 実行委員会2回(5月 26日(幕張)，11月

2 日(旭川))および組織委員会１回（7 月

11 日(鹿児島)）を開催した． 

・ 6 月に大会ロゴの作成・ホームページの

立ち上げ，1st サーキュラー出版，ポス

ター作成等を行った． 

・ IUGG において大会の案内(ポスター・ブ

ース・サーキュラー配布)を行った．この

際，若手渡航補助金を１１名に支出し

た． 

・ 7 月 11 日 第 2 回組織委員会(鹿児島） 

・ 8 月からセッションの募集を開始した (12

月末締切)． 

2. 2011 年度後期の活動について 

・ 第 5 回実行委員会を 2012 年 1 月に鹿

児島で開催予定． 

・ 4 月に会議業者に業務委託，8月に 2nd 

サーキュラーの web 公開の予定． 

3. IAVCEI2013 ホームページについて 

ホームページURLおよびトップページのデ

ザインの紹介がなされた．

http://www.iavcei2013.com/index.html 

(6) 学校教育委員会 (林理事) 

1. 第 18 回公開講座について 

秋季大会において第 18 回公開講座 「火

山学者と火山を作ろう！マグマのおもしろ

実験教室 in 旭川」を開催した． 

・ 参加者: 48 名 

・ 実施内容: 黒曜石の発泡実験・コーラと

麩の火山灰実験・コンデンスミルク溶岩・

歯科印象材による成層火山の作成 

公開講座においてアンケート，ヒアリング，

子どもの発言の観察，ビデオ記録，音声記

録を行った．今後，複数のソースを活用し

て教育学的な解析を行う予定． 

(7) 財務委員会 (森理事) 

1. 会費未納状況について 

・ 2011 年 8 月 31 日時点における会費未

納 

未収金 2009 年度 2010 年度 2011 年度 合計 

維持会員費・1 年未納 0 0 255,000 255,000 

維持会員費・2 年未納 0 30,000 30,000 60,000 

維持会員費・除名対象 20,000 20,000 20,000 60,000 

学術会員費・1 年未納 0 12,000 636,000 648,000 

学術会員費・2 年未納 0 245,000 248,000 493,000 

学術会員費・除名対象 88,000 88,000 88,000 264,000 

一般会員費 0 0 36,000 36,000 

団体維持会員費 0 0 260,000 260,000 

団体一般会員費 0 0 140,000 140,000 

合計 108,000 395,000 1,713,000 2,216,000 

・ 2010 年度・除名による徴収不能額は 

198,000 円 

 

(資料 2) 2011 年度秋季大会における学生優秀発表

賞の受賞者について 

2011 年度秋季大会において学生会員が行った

発表(口頭およびポスター発表全 26 件)を対象

に 13 名の審査員が構成な審査を行い，特に優

秀な研究発表を行った以下の 4 名に学生優秀

発表賞の授与が決定した． 

・ 佐野恭平 (北海道教育大学旭川校) 

「微細組織観察から推定される白滝十勝

石沢黒曜石溶岩の噴出過程」 

・ 広井良美 (東北大学大学院理学研究



科) 

「十和田火山平安噴火におけるマグマ

噴火-マグマ水蒸気噴火推移と本質物

質変化の関係」 

・ 畑 真紀 (京都大学防災研究所) 

「沈み込み帯での流体の移動と部分溶

融: Network-MT 法データによる広域比

抵抗構造イメージング」 

・ 濱田 藍 (九州大学理学府地球惑星科

学専攻) 

「アナログ実験による柱状節理の形成過

程の再現 entablature の再現を試みる」 

 


